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失敗事例のタイトル  
	
 苛性配管のアルカリ脆化 

一次原因（材料要素）  
応力腐食割れ	
 アルカリ

脆化	
 アルカリ割れ	
 苛

性ソーダ割れ 
機種  
	
 送液配管系 

部品  
	
 配管 

材料  
	
 炭素鋼 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
	
 冬季の凍結防止のためスチームトレースにより 40℃に保温して、48％苛性ソーダを輸送していた炭素鋼 
配管が、短期の使用で割れを生じた。 

調査内容とその結果  
	
 割れ部のミクロ組織観察の結果、苛性割れ特有の粒界割れを示していた(付図)。 
 

損傷発生のシナリオ  
	
 40℃で 48％の苛性ソーダを輸送する使用条件にある限り、炭素鋼の苛性割れに対する感受性は安全域にある
が、割れを生じた配管は、苛性ソーダ供給を連続して行っておらず、間欠的に使用されていた。調節弁が閉鎖

されているときは温度が異常上昇し、苛性割れ危険域に入ったため、割れが生じた。 
 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 配管の保温法を改善した。 

教訓  
	
 正常な条件下では全く健全でも、非定常な条件に変わったとき、損傷を招くことがあるので要注意である。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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